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kayano
テキスト ボックス
冬季の日射量が他地域に比べて少ない「ろ地域」にしては、他地域と同程度の日射量を晴天日に確保できているが、太陽光発電に関しては、パネル上の積雪により発電は出来ていない。
エコハウス使用時に主幹電力が大きくなるのは、排水路ヒーターや家電の使用量が原因となっている可能性がある。
温熱環境については全熱交換器の効果を含めても、非暖房時は外気と5～10℃程度で、リビング室温が5℃程度。また暖房時でもリビング室温が20℃に達していない。
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kayano
テキスト ボックス
2月と比較して、外気温は晴天日で日中0℃を上回る。エコハウスが使用されている期間、リビング温度が20℃を超える日が多くなっているが、床下温度や床表面温度、床吹き出し温度よりもリビング室温が3～5℃高いことなどから、ペレットストーブを床下吹き出しから、正面吹き出しに変更したことが原因と考えられる（2月も同様な結果が見られている）。
ダイニングでも補助暖房を使用することで20℃程度まで室温を上昇させることが出来ている。窓面の多いリビングだが、非暖房時の挙動を見る限りダイレクトゲインの効果はあまり見られない。
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kayano
テキスト ボックス
4月に入り、外気温も晴天日では20℃を上回っている。2、3月とは異なり、晴天日では室温が外気温を下回り、日中でも17℃程度という結果になっている。朝方の室温低下に関しては、夜間におけるナイトパージ（躯体冷却）も考えられるが、日中に関してはダイレクトゲインの効果が少ないこと、全熱交換器により予冷された空気が導入されること、またリビングの給気は、13℃程度で安定した床下を通って給気されることなどが考えられる。給気経路に床下を含まない2F寝室の室温はリビングよりも1、2℃程度高くなっている。


hishida
テキスト ボックス
※太陽光発電量計測不調
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kayano
テキスト ボックス
5月末には晴天日最高気温20℃程度、最低気温も10℃程度まで上昇してくる。
ナイトパージに関しても全熱交換器の効果もあり、緩やかな室温低下となっている。
床下温度は17℃程度で安定しているため、4月同様、給気経路に床下を含むリビングの室温は2F寝室の温度よりも1、2℃程度低くなっている。
日中のリビングに関しては、快適域に入るようになり、全熱交換器や床下空気による予冷よりも、単純な通風の方が適温空気を室内に給気できると考えられる。



hishida
テキスト ボックス
機器不調により欠測
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takase
タイプライタ
外気温度は20～35℃程度と夏らしく暑い条件であっ
たが、室温は25～30℃弱を推移しており、暑すぎな
い状況となっていた。
なお、ほとんどの時刻において居住者がいない状態
と考えられるが、8月17日～18日には通風を行った
際に吹き抜けと寝室の間の間仕切りを開いたものと
考えられ、1Fのリビングと2Fの寝室のどちらも室温
が下がり、断面方向での通風計画が上手くいってい
たといえる。
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タイプライタ
機器不調のため欠測
（湿度データなし）
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takase
タイプライタ
欠測が多い時期であるが、外気温と室温の変動が
同じような変化をしており、室温は15℃強で推移し
ていた。
ほぼ無人状態での運用でこの程度であれば、特に
暖房運転なしでも問題ないものと考えられる。
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（湿度データなし）
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タイプライタ
　　　　　　　　　　機器不調のため欠測　　　　　　　　　

takase
タイプライタ
外気温の平均温度が5℃程度と低くなっており、
ほぼ無人状態のため室温も10℃程度まで低下して
いる。
ペレットストーブによる暖房では、リビングはすぐ温
まるが、他の部屋では立ち上がりが遅くなっている
傾向が読み取れる。
また、1Fキッチンでは暖房の熱が届きにくく、最も温
度が低い。一方で、無人状態の吹き抜けの2階部分
での温度が最も高くなっており、大きい気積の住宅
に対してより適切な暖房機器の配置の検討につい
ては、今後の課題と言える。
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機器不調のため欠測
（湿度データなし）
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タイプライタ
　　　　　　　　　　機器不調のため欠測　　　　　　　　　

takase
タイプライタ
外気温の平均温度が0℃以下になった、寒い時期の
データである。
ペレットストーブによる暖房時間帯が増えているが、
部屋ごとの室温の立ち上がりには大きな差があり、
やはり気積が大きく間仕切りが少ない住宅全体を
1つの暖房設備で賄うことの難しさが表れている。
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takase
タイプライタ
外気温の平均温度が0℃以下になった、寒い時期の
データである。
12月20日に前研究室で宿泊時に、気象計・電力計
の調整を行い、測定が正常なものとなった。基本的
にはほぼ無人状態での運用となっていたが、リビン
グ・ダイニングと和室は間仕切りでしきられていたと
考えられ、和室が最も温度が低くなっていた。また、
床下温度が上昇していないことからペレットストーブ
は直接リビングに吹き出していたと考えられるが、
ストーブから暖気が届きにくい場所にいくにしたがっ
て、室温の立ち上がりは遅く、最高室温も低い。
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takase
タイプライタ
外気温の平均温度が0℃以下になった、寒い時期の
データである。
2月22日～23日にかけて、宿泊者がいると考えられ
る。なお、1Fダイニング温度が40℃以上となっている
が、これは2013年1月17日以降にペレットストーブ
近くに移設されたことが原因となっている。
23日午前1時頃に2F子供室の室温が低くなっている
のは、就寝時に吹き抜けと通じる間仕切りを閉じた
ためと考えられる。一方で、この時間にキッチンや2
F寝室では、それまで子供室を暖めるのに使われて
いた熱が供給されたので、室温が若干上昇した。
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takase
タイプライタ
外気温の平均温度は0℃を上回ってきた時期のデー
タである。2012年12月末から電力計測は正常化した
が、3月になって屋根の雪が溶けてきたところで、
太陽光による発電が観察されるようになった。
温熱環境については、これまでと同様に無暖房の
時間が長いために、部屋が冷え切った状態からペレ
ットストーブを運転するために室温が温まりにくい。
また、このような気積の大きい住宅で、1つの機器で
暖房する際に生じる平面・断面的な温度むらについ
ても、間仕切りの入れ方によって変わるといえ、
検討の余地がある。
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